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川の水難事故を減らし、
恵みの多い活動とするために

特集

川を愛す る人のため に



河川基金

FILE14

河川基金は、『瀬戸川子どもの水辺協議会』を応援しています！

河川基金へのご寄付は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

川の安全パトロール（中学生以上の若者が環境改善を提案）

川遊びと伝統文化「とうろん」の復興
瀬戸川独自の河川文化の
再生・復興を目指して
瀬戸川子どもの水辺協議会
静岡県藤枝市

「瀬戸川子どもの水辺協議会」は、官民学が
連携・協力して瀬戸川独自の河川文化の再生・
復興を目指し活動しています。1 度途絶えて
いた瀬戸川独自の火祭り「とうろん」の復興
をはじめ、河川パトロールや小学校での「ふ
るさと瀬戸川学習」などを実施しています。さ
らに、流域の昔話の再話や川遊びの指導など
の活動を通して流域内外の子どもから大人

までの広範囲の人々に川の魅力を発信し、川
に学ぶ社会の構築に貢献していきたいです。

川の中州に建てられた8つの「とうろん」に
向かって火の玉が投げ込まれる
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04 川の水難事故を減らし、恵みの多い活動とするために

特集

08 「河川基金」学校部門、研究者・研究機関部門
優秀成果表彰者に聞く！

13 河川基金助成事業
文部科学大臣賞、国土交通大臣賞を授与しました

12 2022年度「河川基金」助成案件採択決定しました

TOPICS

ご寄付をお願いします23

14 河川基金助成の現場から

INTERVIEW

17
「みどり川と遊ぼう」プロジェクト

インタビュー ②　学校部門

中標津町立丸山小学校　校長  横山裕充さん、教頭  中川律子さん

14
魚類生息調査およびかつての淡水魚食文化をとおして
小学生を川へ戻す活動

インタビュー ①　川づくり団体部門

氷見淡水魚食文化研究会　代表  西尾正輝さん

インタビュー ③　研究者・研究機関部門

関西大学環境都市工学部　林倫子さん20
防災まちづくりへの応用を目指した滋賀県水害履歴調査

I N D E X
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子どもたちの成長期における自然体験活動を

通した学びの有益性や効果から、さまざまな団体や

学校などが、子どもたちに「生きる力」を身に

付けさせようとさまざまなフィールドで活動を

行っています。その一方で、水が流れ、多くの動

植物が生息する川は、人間の意のままにならない

自然そのものであり、内在するリスクも高いと

いう一面を持ちます。

川の水難事故を
減らし、恵みの多い
活動とするために

特集

1 

水
難
事
故
の
概
況

警
察
庁
に
よ
る
と
２
０
２
０
年
水
難
事

故
発
生
件
数
は
、
１
３
５
３
件
で
死
者
・

行
方
不
明
者
は
７
２
２
人
で
す
。
そ
の
う
ち
、

河
川
・
湖
沼
池
に
限
る
と
、
死
者
・
行
方

不
明
者
は
２
８
８
人
（
39
・
９%

）
と
な

り
ま
す
。
１
年
間
の
水
難
死
亡
事
故
な
ど

の
約
１
／
３
は
河
川
・
湖
沼
池
で
発
生
し
て

い
る
の
で
す
。

ま
た
、
２
０
０
３
〜
２
０
２
０
年
の
間
の

場
所
別
の
死
者
・
行
方
不
明
者
数
（
中
学

生
以
下
の
「
子
ど
も
」）
を
集
計
す
る
と
、

約
６
割
は
河
川
・
湖
沼
池
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、
海
の
２
倍
以
上
で
す
。
川
は
そ
れ

だ
け
子
ど
も
に
と
っ
て
身
近
で
あ
る
と
と

も
に
不
慮
の
事
故
に
遭
い
や
す
い
場
所
と

言
え
ま
す
。

2 

河
川
財
団
収
集
事
例
か
ら
み
る

　

 

水
難
事
故
の
分
析

河
川
に
お
け
る
水
難
事
故
の
死
者
数
は

10
年
前
と
大
き
く
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

水
辺
の
事
故
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
難
事
故

を
防
止
し
、
河
川
へ
の
理
解
を
深
め
、
子

ど
も
た
ち
の
探
求
心
を
刺
激
す
る
河
川
で

の
自
然
体
験
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、

安
全
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
が
不
可
欠

で
す
。
水
難
事
故
に
関
す
る
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
、
適
正
な
河
川
利
用
を

進
め
て
い
く
上
で
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
当
財
団
で
は
２
０
０
３
年
よ
り

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
河
川
な
ど

に
お
け
る
水
難
事
故
事
例
か
ら
原
因
や
具

体
的
な
防
止
対
策
を
考
え
る
上
で
有
効

と
な
る
基
礎
情
報
の
整
理
・
分
析
を
行
い

安
全
確
保
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
で
報
道
さ
れ
る
水
難
事
故
は
、
軽
微
な

事
故
は
報
道
さ
れ
に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
全
て
の
事
故
を
収
集
で
き

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
得
ら
れ
た

事
故
情
報
を
対
象
と
し
て
、
発
生
状
況
や

事
故
パ
タ
ー
ン
ご
と
に
整
理
す
る
と
と
も

に
原
因
把
握
や
解
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

知
見
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
事
故
防
止

対
策
を
検
討
し
、
水
難
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
基
礎
情
報
・
基
礎
資
料
と

し
て
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、２
０
０
３
年
か
ら
２
０
２
０
年

ま
で
の
河
川
財
団
収
集
事
例
３
１
８
８
件

の
分
析
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

❶ 

月
別

 

水
難
事
故
件
数
の
約
半
数
は

 

７
～
８
月
に
集
中

水
難
事
故
は
、
７
月
か
ら
８
月

ま
で
の
２
か
月
程
度
の
限
ら
れ
た
期

間
に
、
年
間
事
故
件
数
の
約
50
〜

60%

が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。
夏
期
に
事
故
が
多
発
す
る
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の
は
、
夏
休
み
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
河
川
利
用
の
機
会
が
増

え
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
５
月
は
カ
ヌ
ー
な
ど
の
川
下
り
の

事
故
、
６
月
と
９
月
は
ア
ユ
釣
り
や
悪
天
候
に
よ
る
増
水
な
ど

の
事
故
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

❷ 

場
所
別

 

水
難
事
故
発
生
上
位
は
都
市
部
か
ら
の

 

ア
ク
セ
ス
が
良
好
な
河
川

河
川
別
の
発
生
状
況
と
し
て
は
、
最
も
事
故
件
数
の
多
い

琵
琶
湖
に
続
き
、
長
良
川
、
多
摩
川
、
相
模
川
、
木
曽
川
、

荒
川
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
水
難
事
故
発
生
件
数

の
多
い
河
川
の
多
く
は
、
大
都
市
圏
あ
る
い
は
地
方
の
中
核

都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
川
遊
び
や
釣
り
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
河
川
で
す
。

川の水難事故を減らし、恵みの多い活動とするために
 

河
川
工
作
物
付
近
は

 

複
雑
な
流
れ
が
発
生
し
や
す
い

河
川
工
作
物
付
近
の
事
故
も
多
く
発
生
し
、
水
難
事
故
全

体
の
約
16%

（
３
１
８
８
件
中
４
９
９
件
）
を
占
め
て
い
ま

す
。
特
に
「
取
水
堰
・
頭
首
工
な
ど
」
が
最
も
多
く
、
工
作

物
付
近
の
事
故
の
約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
「
橋
梁

（
抜
水
橋
や
潜
水
橋
）」、「
橋
脚
」、「
落
差
工
・
砂
防
堰
堤
」

付
近
の
事
故
が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❸ 

行
動
区
分
別
な
ど

 

年
齢
に
よ
っ
て
事
故
の
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
だ
け
の
川
遊
び
に
お
け
る
事
故
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
け
る
事
例
の
整
理
か
ら
、

よ
く
見
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
パ
タ
ー
ン
に
類
型
化

し
ま
し
た
（
図
２
）。
た
だ
し
、
被
災
者
の
年
齢
層
は
、
事
故

事
例
を
概
観
し
た
定
性
的
な
印
象
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

定
量
解
析
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
事
故
で
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
事
故
パ
タ
ー
ン
は
、

河
岸
か
ら
転
落
し
て
溺
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。
幼
児
や

小
学
生
で
は
、
一
人
で
遊
ん
で
い
て
岸
か
ら
転
落
し
た
り
、

流
れ
や
深
み
に
は
ま
っ
て
溺
れ
た
り
、
落
と
し
た
ボ
ー
ル
な
ど
を

拾
お
う
と
し
て
、
溺
れ
た
ケ
ー
ス
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
児
童
が
一
人
で
遊
ん
で
い
て
転

落
し
た
場
合
は
、
初
期
対
応
や
救
助
行
動
が
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
、
転
落
が
死
亡
事
故
に
直
結
し
た
事
例
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
中
学
生
ぐ
ら
い
の
年
齢
層
で
は
、
友
達
同
士
で
増
水

時
に
川
遊
び
を
し
て
溺
れ
た
り
、
対
岸
へ
の
渡
河
や
、
滝
や

堰
堤
で
飛
び
込
み
を
し
て
溺
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
と
異
な
り
、
中

学
生
で
は
転
落
に
よ
る
事
故
は
少
な
く
な
る
か
わ
り
に
危
険

度
の
高
い
遊
び
や
増
水
時
の
川
遊
び
に
よ
る
事
故
が
目
立
つ

665

990

324

128

70
112

235
260

140
94

70
100

● アユの網漁
● 秋雨前線

● アユ釣り解禁
● 梅雨入り

冬 春 夏 秋 冬

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

● GW
● 川下りなど

夏休みなど梅雨明け

よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

川
の
中
だ
け
で
な
く

 

水
際
な
ど
の
陸
域
に
も
リ
ス
ク
が
あ
る

行
動
区
分
別
の
被
害
者
数
を
概
観
す
る
と
、
水
面
を
利
用

し
た
り
、
川
の
中
に
立
ち
入
っ
た
り
す
る
行
動
ほ
ど
水
難
事
故

に
あ
う
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
動
は
水
難
者

数
全
体
の
約
６
割
を
占
め
ま
す
。
一
方
、
水
際
な
ど
の
陸
域

を
利
用
し
て
い
る
と
き
や
通
行
中
の
事
故
も
水
難
者
全
体
の

約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
河
岸
や
堤
防
天
端
、

橋
な
ど
か
ら
不
用
意
に
転
落
し
た
り
、
不
安
定
な
河
岸
で

滑
落
し
た
り
し
て
事
故
に
至
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

複
数
人
で
行
動
し
て
も
リ
ス
ク
が
あ
る

同
行
者
あ
り
の
事
故
、
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い

て
発
生
し
た
事
故
は
、
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
も
多
く
の
事
故
が
起
こ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
複
数

人
で
行
動
す
れ
ば
安
全
だ
と
思
い
込
ん
だ
り
、
油
断
し
た
り

す
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

一
方
、
同
行
者
な
し
（
単
独
行
動
）
の
事
故
で
は
、
一
人
で

行
動
中
に
川
に
転
落
し
た
り
す
る
と
救
助
の
手
立
て
が
な

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
転
落
が
そ
の
ま
ま
人
的
被
害
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

 

グ
ル
ー
プ
に
大
人
が
い
て
も
リ
ス
ク
が
あ
る

２
０
０
３
～
２
０
２
０
年
の
間
の「
同
行
者
あ
り（
グ
ル
ー

プ
で
行
動
）」
中
の
事
故
を
同
行
者
の
構
成
別
に
み
た
場
合
、

最
も
多
い
の
は「
大
人
の
グ
ル
ー
プ
」で
、全
体
の
１
／
３（
約

38
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
家
族
連
れ
な
ど
大
人
に
引
率
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
で
も
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
に
大
人
が
い
て
も
安
心
で
は
な
く
、
大
人
・
子
ど
も

共
に
安
全
管
理
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

図1. 月別の水難事故件数 【 2003〜2020年、n=3,188（件数）】
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特集

3 

川
の
持
つ
リ
ス
ク

川
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

川
及
び
水
辺
周
辺
に
は
内
在
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
川
や
水
辺
を
安
全

に
利
活
用
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス

ク
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
水
難
事
故
を
防
止

す
る
上
で
、
重
要
で
す
。
そ
の
中
の
基
本
的

か
つ
重
要
な
事
項
と
し
て
川
そ
の
も
の
の
特

徴
で
あ
る
「
水
」
と
「
流
れ
」
の
中
に
内
在

す
る
リ
ス
ク
な
ど
に
注
目
し
ま
す
。

❶ 

水
の
中
の
リ
ス
ク

 

人
は
水
中
で
は
呼
吸
が
で
き
な
い

「
水
」
の
リ
ス
ク
と
し
て
最
も
大
き
な
も
の
と

し
て
は
、
人
は
水
中
で
は
呼
吸
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
致
命
的
な
外
傷
や

低
体
温
症
な
ど
を
除
き
、
死
因
の
最
も
大
き
な
要

因
を
占
め
る
の
は
、
息
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る

溺
死
で
す
。
溺
れ
な
い
た
め
に
は
、
呼
吸
で
き
る

よ
う
に
水
面
上
に
顔
を
出
し
、
常
に
呼
吸
で
き
る

よ
う
な
姿
勢
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
川
に
は
強
い
流
れ
が
あ
り
、
ま
た

鉛
直
方
向
に
引
っ
張
ら
れ
る
流
れ
が
発
生
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
難
し

い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
り
ま
す
。

❷ 

流
れ
の
中
の
リ
ス
ク

 

川
に
は
流
れ
が
あ
る

水
が
あ
っ
て
、
流
れ
て
い
る
場
所
が
川
で
す
。

大
地
に
雨
が
降
る
か
ら
水
が
あ
り
、
高
低
差
が
あ

る
か
ら
流
れ
ま
す
。
大
地
に
降
り
注
い
だ
降
雨
が
、

高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
と
時
間
を
か
け

て
集
ま
り
、
や
が
て
海
に
注
ぎ
ま
す
。
大
き
な
質

量
を
も
っ
た
水
が
、
重
力
に
よ
り
移
動
す
る
こ
と

で
、
大
地
を
削
り
土
地
の
様
子
を
変
え
る
ほ
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
の
「
流
れ
が

あ
る
」
こ
と
が
、川
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

恵
み
と
災
い
の
両
方
を
も
た
ら
し
ま
す
。

 

流
れ
の
中
で
は
圧
力
を
受
け
る

川
の
流
れ
の
中
に
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

脚
や
体
に
常
に
圧
力
（
動
水
圧
）
が
か
か
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
川

の
中
で
は
、
流
れ
の
速
さ
が
２
倍
に
な
れ
ば
、
う

け
る
水
圧
は
４
倍
と
な
り
ま
す
。
大
人
が
歩
く
程

度
の
流
速
で
も
、
自
身
が
流
れ
の
中
に
あ
る
何
か

に
引
っ
か
か
る
と
一
人
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
ほ
ど
の
動
水
圧
を
全
身
で
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

図2. 幼児・小学生・中学生の川遊びに見受けられる事故パターン

河口で流される 河口付近で川遊びや遊泳をして海に流されたケース

飛び込み遊び 滝や堰堤で飛び込み遊びをして溺れたケース

拾おうとする 落としたボールやサンダルなどを拾おうとして溺れたケース

急な増水、中州 急な増水で中州などに取り残されたケース

増水時 増水時に川遊びをして溺れたケース

速い流れ 川遊びで流れに立ち入り、速い流れに流されて溺れたケース

助けようとする 溺れた弟や妹を助けようとして二次災害を併発したケース

一人遊び 一人で遊んでいて河岸から転落したケース

深み 川遊びで低水路や流れに立ち入り、
深みにはまって溺れたケース

渡ろうとする 比較的大きな川を泳いだり歩いたりして
対岸に渡ろうとして溺れたケース

別行動 家族や大人と一緒に川を訪れたものの大人と別行動し、
子どもだけで川に立ち入って溺れたケースなど

キーワード 事故パターン
被災者の年齢層

 … よく見受けられる被災者の年齢層  … 時々見受けられる被災者の年齢層

幼児 小学生 中学生
子どもの事故でよく見
受けられる事故パターン
は、河岸から転落して
溺れてしまうケースです。
幼児や小学校低学年の
児童が一人で遊んでいて
転落した場合は、初期
対応や救助行動ができ
ないケースが多く、転落
が死亡事故に直結した
事例が多く見受けられ
ます。

幼児や小学生の事故で
見受けられる転落による
事故は少なくなり、かわり
に川遊びや遊泳中の
事故が増加します。危険
箇所や増水時の川遊び
による事故もしばしば
見受けられます。

ライフジャケット着用の目安

1  流れがある
2  深みがある

3  増水する恐れがある

立ち入る可能性のある「すべての範囲」
において以下によるリスクが 1 つでも
ある場合、ライフジャケットを着れば
溺水に対する危険度を大きく下げること
ができます。

図3. ライフジャケット着用の目安
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川の水難事故を減らし、恵みの多い活動とするために

川
は
「
水
が
あ
り
」、「
流
れ
て
い
る
」。
そ
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
上
で
、
水
難
事
故
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

4 
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
で
リ
ス
ク
対
策
を

川
の
事
故
は
瞬
間
的
に
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
息
が
で
き

な
け
れ
ば
、
約
１
分
で
致
命
的
な
状
況
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

消
防
が
到
着
す
る
ま
で
に
は
数
分
が
必
要
で
あ
り
、
水
の
中

に
い
る
人
を
救
助
す
る
の
は
一
般
的
に
は
困
難
を
極
め
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
川
で
は
流
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
刻
一
刻
と
状
況
が
変
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
故
が
起

き
て
か
ら
で
は
な
く
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

魚
類
と
違
い
人
間
は
、
水
の
中
で
は
呼
吸
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
水
の
中
で
活
動
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、

常
に
頭
部
を
水
面
か
ら
出
し
て
呼
吸
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
強
い
流
れ
の
あ
る
川
に
い
て
、
頭
部
を
水
面
上
に
出
し

続
け
る
に
は
人
間
の
持
つ
浮
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
何

ら
か
の
形
で
浮
力
を
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
も
効

率
的
で
効
果
的
な
手
段
が
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

こ
と
で
す
。

川
や
水
辺
で
活
動
す
る
際
に
は
、
立
ち
入
る
可
能
性
の
あ

る
す
べ
て
の
範
囲
に
お
い
て
①
流
れ
が
あ
る
、
②
深
み
が
あ

る
、
③
増
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
に
よ
る
リ
ス
ク
が
一
つ

で
も
予
見
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

る
こ
と
で
溺
水
に
対
す
る
危
険
度
を
大
き
く
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
図
３
）。

水
の
中
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
水
際
で
の
活
動
で
も
落
水

な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
特
に
小
さ
な
子
ど
も
に
お
い

て
は
予
期
せ
ぬ
行
動
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
親
や
引
率

者
が
目
を
離
す
あ
る
い
は
手
が
届
か
な
い
位
置
に
い
る
な
ど

の
リ
ス
ク
は
十
分
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
は
あ
ら
か
じ
め
装
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

当
財
団
及
び
国
土
交
通
省
で
は
、
水
辺
の
安
全
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
対
象
に
あ

わ
せ
て
作
成
し
て
い
ま
す
（
図
４
お
よ
び
『
基
金
だ
よ
り
』

裏
表
紙
）。
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恵
み
の
多
い
川
の
活
動

川
や
水
辺
は
、
豊
か
で
多
様
な
自
然
の
宝
庫
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
大
人
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
空
間
で
あ

り
、
川
や
水
辺
を
利
活
用
し
た
活
動
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
ま
す
。
特
に
暑
い
夏
に
は
、
水
の
冷
た
さ
が
心
地

よ
く
、
水
遊
び
、
魚
な
ど
を
捕
ま
え
る
ガ
サ
ガ
サ
体
験
、
泳

ぐ
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
流
れ
に
身
を
任
せ
る
川

の
流
れ
体
験
、
ボ
ー
ト
体
験
、
川
辺
の
キ
ャ
ン
プ
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
活
動
が
あ
り
ま
す
。

川
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
決
し
て
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
川
の
自
然
や
生
物
と

向
き
合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
が
磨
か
れ
、
想
像

力
が
養
わ
れ
ま
す
。
川
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
が
持
つ
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
子
ど
も
た
ち
の
探
究
心
を
刺
激
し
、
新
た
な
学

び
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
一
方
で
川
や
水
辺
を
利
活
用
し
た

活
動
に
際
し
て
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
恵
み
多
い
川
の
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
川
に
ひ
そ
む
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
を
知
り
、
事
前
の
準

備
と
安
全
管
理
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

広
く
人
々
が
河
川
に
関
す
る
情
報
や
事
象
な
ど
の
基
礎
的

な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
に
、
川
で
の
実
体
験
を
伴
っ

た
活
動
を
行
う
こ
と
は
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
川
は
人
格

の
基
礎
を
培
う
原
体
験
の
場
で
あ
り
、
自
ら
興
味
を
持
ち
、

学
び
を
広
げ
・
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

川
で
の
体
験
活
動
に
加
え
、
川
や
流
域
を
題
材
と
し
た
学
習

な
ど
を
通
じ
、
人
々
が
川
の
恵
み
と
災
い
の
両
面
を
知
る
こ

と
で
日
本
の
川
と
人
と
が
さ
ら
に
よ
り
良
い
関
係
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

水辺で活動する際の
ポイントや川遊びの
魅力などを紹介

水辺の安全
ハンドブック など

『知識を得る』

www.kasen.or.jp/mizube/

冊子

映像 講習会など

子ども向けに作成された
RPG 風のアニメーション動画

国土交通省「リバーアドベンチャー
-川に魅せられし者たち-」

安全な川遊びのために など

水難救助の国際資格
「レスキュー 3」講座 など

NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会
認定指導者資格・講座 など

図4. 冊子、映像などのツールを作成。また講習会などを開催し、安全な川辺での活動について紹介・指導も行う
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「河川基金」研究者・研究機関部門、学校部門

優秀成果表彰者に聞く！

例年、河川基金助成が完了した後の成果報告について、河川財団では有識者による

「評価委員会」による評価を行い、特に模範となる素晴らしい研究成果を報告して

いただいた研究者や学校（クラブ活動）に対し、「優秀成果表彰」を行っております。

例年研究者・研究機関部門の成果発表会である「河川基金研究成果発表会」にて

表彰式を行っておりましたが、今年度は昨年に引き続きオンデマンド配信となりました

ので、令和 3 年 11 月 4 日 TKP ガーデンシティ PREMIUM 神保町にて、「令和３年度 

研究者・研究機関部門 優秀成果表彰式・記念講演」を開催し、優秀成果表彰者へ

表彰状を授与いたしました。

この度、優秀成果表彰を受賞した皆さまをここでご紹介したいと思います（関西大学　

林倫子さんは 20 ページの INTERVIEW でご紹介しています）。受賞された皆さま誠に

おめでとうございます。今後ますますのご活躍を期待しております。

優秀成果表彰を受けた
皆さまをご紹介します
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東京都立大学大学院　都市基盤環境学域     教授  横山 勝英さん Interview 1

1999 年筑波大学大学院修了（理学博士）。
JSPS と JST の PD を経て、2004 年に信
州大学理学系に着任。助教、准教授を経
て 2017 年より教授。2021 年からは副
学長（広報・学術情報担当）を兼任。

経歴

「知之者不如好之者、好之者不如 楽之者」
論語の一節ですが、研究においても、
知識よりも 好きであること、そして楽
しむことをより大切にしたいものです。

座右の銘

優秀表彰者 インタビュー令和 3 年度 河川基金

1999 年東京工業大学大学院博士課程修
了、博士（工学）。建設省土木研究所河
川研究室研究員、東京都立大学大学院土
木工学専攻講師、首都大学東京准教授を
経て 2017 年より東京都立大学大学院教
授。専門は環境水理学。

経歴

現場で見て考える

座右の銘

① 研究の概要（目的と特徴）

河川河口域は仔稚魚の初期生育の場
としても重要と言われています。一
方、河口域は海水と河川水が混合す
る場であり、潮汐と流量の時間変動
が組み合わさることで流況と塩分濃
度が時々刻々変化する場でもありま
す。そのため、遊泳能力が低い仔魚
や卵がどのように流れてゆくのかを
知ることは、汽水域の保全管理を進
める上で重要です。本研究は、筑後
川河口で産卵する汽水魚エツを対象
にして、卵の密度と直径を現場で測
定し、また、孵化に要する時間や塩分
環境を文献調査して粒子モデルを作
成し、三次元流体シミュレーション
により河口域での浮遊挙動を調べま
した。計算は漁師さんの経験知を裏

付ける結果となり、本手法は汽水域
の保全管理に役立つものと考えられ
ます。

② 研究活動でのエピソード（思い出など）

現 場 で 魚 卵 を 採 取 するにあ たり、
最初はプランクトンネットや採水器
を用いましたが 全く採 れず、 漁 師
さんが 採 捕した成 魚から産 卵 直 前
の卵を取り出して分けてもらいまし
た。その後、漁協事務所の一室を
お借りして、密度や直径を夜遅くま
で 測 定させて頂きました。 卵 は 死
卵になると密度が小さくなって水面
に浮くため、採捕してから速やかに
実 験を行う必 要 があり、 漁 師さん
の全 面 的な協力があって本 研 究は
実施できました。

① 研究の概要（目的と特徴）

2019 年 10 月の台風 19 号は、千
曲川流 域に大きな洪 水 被 害をもた
らしました。新幹線の車両センター
の浸 水などをご 記 憶の方も多いか
と思 います。 研 究 室 で は 20 年 近
くにわたり、 千 曲 川で 優占する水
生昆虫類の集団構造や集団遺伝構
造を調 査してきましたので、 洪 水
後 のダメージや回 復 過 程 のモニタ
リングを試みました。 現 存 量 の 大
きな数 種を対 象に、出水で一 掃さ
れやすい 遊 泳 型 のチラカゲロウを
最 優 先して 遺 伝 子 解 析しました。
洪 水から 1 年 後（ちょうど 2 世 代
後）には、千曲川水系内広域にお
いて、ほぼ洪水前の密度や現存量、
遺 伝 的 多 様 性 が 確 認されました。

観測史上最大規模の出水にもかか
わらず、 本 種の頑 健な撹 乱 耐 性が
明らかとなりました。

② 研究活動でのエピソード（思い出など）

今回の調査・研究では、研究室の
PD や大学院生らが総力で取り組ん
でくれました。 水 系 内 に設 置した
30 超の定点での野外調査・定量サ
ンプリングに加え、 洪 水 後 の 350
個体を超える試料の集団遺伝解析
は相当な労力でした。 現 在、 論 文
化に向けて、より深く多角的にデー
タ分析を進めておりますが、一つの
課題に、これだけ多くのメンバーで
挑むことは研究室にとっても初めて
の経験でした。メンバーの結束力も
強化されたように思います。

河川汽水域における魚卵の浮遊・孵化挙動の解明とその手法に関する研究助成事業名：

Interview 2信州大学学術研究院理学系     教授  東城 幸治さん

千曲川の瀬ハビタットに優占分布する水生昆虫類の生物（現存）量動態：2019 年台風19号による洪水インパクトによる影響評価助成事業名：
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① 研究の概要（目的と特徴）

復興整備に伴う生態系の埋没・分断
は、生物多様性を損なう直接的な
要因とされてきました。では、復興と
生物多様性保全は両立し得ないの
でしょうか。そこで、岩手県大槌町の
東北震災被災地に出現した湧水性の
生態系に着目し、この課題に取り組み
ました。そして、町指定天然記念物の
淡水性のイトヨが被災地に進出し、
採餌形質が急速に多様化したことを
見出しました。また、復興整備によっ
て生 息 地が 激 減したものの、 湧 水
汲み上げによる保 全 池が待 避 地と
なったことで、絶滅を免れたことを
明らかにしました。今後、保全効果
を定 量 化することで、 生 物 多 様 性
を担 保した復 興 整 備を行うための

基盤情報が得られると考えています。

2017 年北海道大学で学士、2022 年
国立遺伝学研究所（総合研究大学院
大学）で博士号を取得。2018 年より
国立病院機構静岡医療センター附属校
講師を兼任。

苦労して絞り出した仮説が外れた時こそ、
まずは喜ぼう。

経歴

座右の銘

優秀表彰者 インタビュー

東京理科大学理工学部土木工学科     助教  小野村 史穂さん Interview 3

① 研究の概要（目的と特徴）

令和元年に発生した東日本台風など
の豪雨では、自動車利用時に犠牲と
なる方が相次ぎました。そこで本研
究では、水害時の車中死発生メカニ
ズムを明らかにすることを目的とし、
現地調査を含めた情報収集を行い、
氾濫解析と小型模型実験を実施しま
した。その結果、洪水流により流さ
れる事例と冠水した道路から誤って
転落する事例が顕著であり、従来から
注意喚起されてきた低地などへ自ら
侵入する事例数を上回ることが明ら
かとなりました。また、氾濫解析及び
模型実験により、車両が漂流する限界
条件を取得するとともに、車両側面に
洪水流を受けた場合、前面または
後面に受けるより約 3 倍流されやすく

危険であることが分かりました。

2011 年東京工業大学国際開発工学専攻
修士課程修了。2016 年ヨーテボリ大学
地球科学科博士課程修了。2016 年気象
庁気象研究所客員研究員。2018 年より
現職。

柔軟

経歴

座右の銘

② 研究活動でのエピソード（思い出など）

被災地の現地調査では、多くの市民の
方々にご協力いただき、あらためて
感謝の意を表したいと思います。被災
されて大変な中でも、快く当時の状況
を教えてくださり、写真や動画などを
共有していただきました。時々刻々と
当時 の 状 況を記 録している方もお
り、その詳細さに驚かされたことを
覚えています。水害時の痕跡だけで
は把握できない貴重な情報となりま
した。水害時の車両事故を１件でも
減らせるよう、研究成果をつなげて
いきたいと思います。

② 研究活動でのエピソード（思い出など）

本課題を進める過程で、震災直後に、
淡水性のイトヨと海でほぼ一生暮らす
ニホンイトヨが交雑していたことが
判明しました。驚くべきことに、数年
でニホンイトヨのゲノムは排除され、
イトヨへの回帰が急速に進んでいる
ことが明らかとなってきました。震災
から 11 年、人々が日常を取り戻し
つつあるのと同じく、イトヨも震災前の
姿を取り戻しつつあるのかもしれま
せん。復興と発展を遂げていく三陸
で、この生命現象の観察者となれた
ことを大変嬉しく思っています。

洪水氾濫時における車中死発生メカニズムの解明と対策技術の検討助成事業名：

Interview 4国立遺伝学研究所 ゲノム・進化研究系 生態遺伝学研究室     特任研究員  細木 拓也さん

町指定天然記念物イトヨが生息する湧水河川・湖沼における震災復興工事の影響と保全事業の効果助成事業名：
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岡山理科大学附属高等学校   科学部 （岡山県・岡山市） Interview 5

令和 3 年度 河川基金

① 研究の概要（目的と特徴）

本校周辺は愛知県内でも有数の稲作
地帯で、水田に接続する用水路には、
モツゴやモロコ、タナゴ、フナ、ナマズ
などの多くの生物が確認されています。
その中で、本校水田には土水路が残さ
れており、希少種と言われつつあるド
ジョウを多く確認しました。科学部に
在籍する生徒の多くは農業科の作物専
攻生を兼ねており、授業で学ぶ稲作で
見てきたドジョウの多さから、水路に
生息するドジョウを中心に、用水路の
生物相を把握しようと研究がスタート
しました。水路の生物調査や、水田内
のドジョウの生息数推定調査も行い、
水田 10ａ当たりの生息数を算出できま
した。通水がなくなった冬季土水路内
の調査も行い、越冬の実態を把握する

ことができました。

② 研究活動でのエピソード（思い出など）

生息数推定調査は、水田内に実験区
として閉鎖的空間を作りましたが、
何度も大雨で実験区外から水の侵入
を確認し、計画の見直しを迫られま
した。調査開始後も、自作トラップが
ドジョウを傷つけ、採捕した個体を
多く死なせてしまったことに悔いが
残ります。夏季、炎天下の中での作
業や寒風の中の土水路の掘削など、
肉体的、精神的にも活動を通して鍛え
られました。

① 研究の概要（目的と特徴）

ニホンウナギは、環境省レッドリスト
2015 で絶滅危惧 IB 類に区分されま
した。ウナギを保全するには、川全体
を利用できることが重要と考えられ
ますが、先行研究から、横断構造物に
より天然遡上個体が川に遡上できて
いないことが確認されています。実
験室内での研究から、当歳夏までの
小さなウナギ（クロコ）の遡上が重
要で、魚道が必要不可欠であること
が分かり、実際の川に仮設の魚道を
設置して動画撮影し、魚道が必要かを
検証することを目的としました。魚道
を上るウナギの映像は、ほとんど捉
えられておらず、大掛かりかつ、無
謀とも言える高校生の挑戦にチャン
スをくださった河川財団の皆さまに

心より感謝申し上げます。

② 研究活動でのエピソード（思い出など）

大潮前後の週末に実験を行いました
が、6 月からは出水期のため河川の
一時利用しか行えず、金曜夜に大量の
機材を設置。土曜朝に撤去して学校に
持ち帰り、土曜夜に再設置、日曜朝に
撤去。人工芝の魚道が流されないため
の大量のコンクリートの重しやカメラの
土台のブロック、約 13m のぬれた人工
芝が重く、大変でした。夏休み返上で
毎日登校し、手分けして動画を確認。
ウナギの遡上を発見した時の感動が
忘れられません。

ニホンウナギを持続可能な資源にするための研究助成事業名：

Interview 6愛知県立佐屋高等学校   科学部 （愛知県・愛西市）

学校周辺の水田や用水路・河川におけるドジョウの生息分布助成事業名：

岡山市北部の半田山にある、恐竜で有
名な岡山理科大学の附属高校で、中学
から大学院までが同じ敷地内にありま
す。県内初の国際バカロレア認定校で、
普通科にはさまざまなコースがあり、運
動部は全国レベルで活躍しています。

学校の紹介

顧問： 野田 利之さん

部長： 奥田 晃人さん

謎を徹底的に究明する！

クラブ活動のモットー

本校は濃尾平野の西に位置し、木曽三
川の水の恵みを受けた農業地帯にあり
ます。農業科と家庭科が設置された専
門高校です。「普通じゃできない経験を
しよう！」を合言葉に、専門教科の学習
や部活動、資格取得に励んでいます。

学校の紹介

顧問： 武田 誠司さん

部長： 佐藤 結衣さん

何事にもチャレンジ。探求を通して、
批判的思考を養うことが目標。

クラブ活動のモットー
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T O P I C S
「河川基金」助成案件を
採択決定しました

2022（令和 4）年度

220 件を採択決定、
採択結果の概要を紹介します。

河川や流域に関する調査・研究を行う
研究者や研究機関への助成

新型コロナウィルス感染症の影響を受けた
昨年に比べ、今回は申請件数、採択件数とも
増加しています。特に、若手研究者（35 歳
以下の研究者）が大きく増えています。

● 研究者・研究機関部門

助成区分など
2021（令和3）年度 2022（令和4）年度

申請数 採択数 採択率 申請数 採択数 採択率

一般研究者
研究機関

一般的助成 118 46 39% 131 57 44%

学術著書出版 0 0 - 0 0 -

アウトリーチ活動 6 6 100% 5 3 60%

若手研究者 一般的助成 19 9 47% 30 18 60%

ジュニア研究者 一般的助成 10 9 90% 12 6 50%

合計 153 70 46% 178 84 47%

〈採択の状況〉

河川や流域への理解を深めたり、健全な姿に変えるための
活動などを行う市民団体など（川づくり団体）への助成

川づくり団体部門でも、新型コロナウィルス感染症に
よる影響が弱まっているようで、申請数、採択数
とも増加しています。採択率も上がりました。

● 川づくり団体部門

助成区分など
2021（令和3）年度 2022（令和4）年度

申請数 採択数 採択率 申請数 採択数 採択率

流域川づくり団体 62 42 68% 70 49 70%

全国川づくり団体 19 14 74% 23 22 96%

新設川づくり団体 6 4 67% 7 4 57%

合計 87 60 69% 100 75 75%

〈採択の状況〉

川や水を題材に環境、防災、地域の自然などを学習する河
川教育に取り組む、幼稚園・保育園、小・中・高等学校など
への助成

学校部門につきましては、昨年よりさらに申請数、
採択数が増えました。採択率は、昨年同様高いレベル
となっています。なお、令和３年度より、とりくみ
支援については春期の募集を行っており、令和３年度
は 23 件採択を行っています（これにより採択数
の合計は 100 件となります）。

● 学校部門

助成区分など
2021（令和3）年度 2022（令和4）年度

申請数 採択数 採択率 申請数 採択数 採択率

幼稚園、保育園、認定こども園など 11 11 100% 12 9 75%

小、中、
高等学校

特別支援学校

とりくみ支援 15 15 100% 17 16 94%

単学年 19 17 89% 34 34 100%

複数学年 32 31 97% 31 31 100%
河川教育に関する

実践的研究 4 3 75% 5 2 40%

合計 81 77 95% 99 92 93%

〈採択の状況〉

公益社団法人ゴルフ緑化促進会（略称 GGG）と
連携して、地方公共団体や各種団体などが実施す
る河川及びその近傍における美化、健全な緑化、環
境改善・保全・防災などに寄与する活動に対して助
成を行っています。今回は、4 つの水系の 9 件に
助成を行うことになりました。

● その他（河川美化・緑化助成事業）
利根川水系 4 件

合計
9 件

荒川水系 1 件
多摩川水系 3 件
吉野川水系 1 件

〈採択の状況〉
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T O P I C S

国土交通大臣賞授与をしました国土交通大臣賞授与をしました

令和４年２月 19 日に開催された令和３年度
川と人をつなぐ活動成果発表会おいて、熊本県で
活動を行う「次世代のためにがんばろ会」（20 周年
企画『防災教育モデル校』設立と球磨川川あそび

『八の字堰フェスタ』開催）に国土交通大臣賞
が授与されました。

国 土 交 通 大 臣 賞の授 与は今 回から始まり、
初受賞の団体となります。受賞、おめでとうござ
います。

河川基金助成事業

「川づくり団体部門」

国土交通省水管理・国土保全局内藤河川環境課長より
松浦ゆかり代表に表彰状が手渡されました

国土交通大臣賞授与の様子

文部科学大臣賞・国土交通大臣賞文部科学大臣賞・国土交通大臣賞
授与をしました授与をしました

令和４年２月６日に開催された令和３年度河川
教育研究交流会において、帯広市立豊成小学校

「機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境との
つながり」に文部科学大臣賞が、多摩市立連光寺
小学校「川は自然の宝箱〜私たちと多摩川〜」に

河川基金助成事業

「学校部門」

表彰状を読み上げる文部科学省初等中等教育局
長尾主任視学官

帯広市立豊成小学校岸梅校長

文部科学大臣賞  授与の様子

国土交通大臣賞が授与されました。
文部科学大臣賞の授与は令和２年度から始まり、

２校目の授与となります。一方、国土交通大臣賞は
今回初めての授与となります。両校の皆さま、受賞、
おめでとうございます。
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河 川 基 金 助 成 の 現 場 か ら

①I N T E RV I EW

川づくり団体
部門

富山県氷見市は、富山湾に面し、新鮮な海の幸が有名ですが、二級河川が多く、
昭和初期まで淡水魚漁が盛んで、フナやナマズなどの川魚も郷土食としてよく食べ
られていた地域でもあります。「氷見淡水魚食文化研究会」は、地元に生息している
国の天然記念物・イタセンパラという希少な淡水魚を知ってもらうと同時に、郷土
に残る淡水魚の食文化にも焦点を当て、市内小学校の河川教育のサポートを行って
います。代表を務める西尾正輝さんにお話を伺いました。

氷見淡水魚食文化研究会 代表
富山県氷見市教育委員会 主任学芸員

プロフィール

西尾 正輝さん

大阪府高槻市出身。氷見市教育委員会の学芸員として希少淡水魚イタセン
パラの保護に携わっており、平成 27 年度には、河川基金　研究者・研究
機関部門で河川財団奨励賞を受賞。富山大学理学部や NPO 法人 Bio
クラブと連携した「ひみラボ水族館」の運営や、水管理とイタセンパラ保護
が一体となった暮らしを観光資源とした「氷見イタセンパラアクアツーリズ
ム」など、人と河川をつなぐ活動を行っている。

繁殖期のイタセンパラのオス（右）とメス（左） イタセンパラを観察する児童

魚類調査体験で
捕った魚に触る子どもたち

魚
類
生
息
調
査
お
よ
び

か
つ
て
の
淡
水
魚
食
文
化
を
と
お
し
て

小
学
生
を
川
へ
戻
す
活
動

－

氷
見
淡
水
魚
食
文
化
研
究
会

－
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I N T E R V I E W  ①　　川づくり団体部門

域
の
方
々
に
分
か
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
活
動
を
小
学
生
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
河
川

学
習
の
た
め
の
道
具
を
揃
え
た
い
と
思
い
、
助
成
金
に
応
募

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
１
ク
ラ
ス
全
員
が

一
度
に
川
に
入
れ
る
く
ら
い
の
道
具
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
「
河
川
へ
の
興
味
関
心
・
愛
着
と
居
住

意
識
の
間
に
は
有
意
な
正
の
相
関
が
あ
る
（『
水
環
境
学
会

年
会
講
演
要
旨
集
』
よ
り
）」
と
い
う
報
告
が
学
会
で
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
川
に
愛
着
が
あ
る
人
は
、
た
と
え
ば
東

京
へ
行
っ
て
も
、
結
局
地
元
に
戻
っ
て
く
る
傾
向
に
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
河
川
活
動
な
ど
で
川
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、
地
方
創
生
と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
寄
与
で
き

る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
人
と
川
の
縁
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

今
、
希
少
種
だ
け
で
な
く
、
普
通
種
と
言
わ
れ
る
フ
ナ
や
ナ

マ
ズ
な
ど
に
も
目
を
向
け
、
昔
の
よ
う
に
川
に
入
っ
て
魚
を

捕
り
食
べ
て
も
ら
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

フライヤーでオオクチバスのフライをつくる子どもたち 万尾川バスバーガー 淡水魚試食体験会

設
立
の
趣
旨

氷
見
市
の
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
と
し
て
、
国
指
定
天

然
記
念
物（
文
化
庁
）・
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種（
環
境
省
）

に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
」
の
保
護
を
20
年
ほ

ど
前
か
ら
担
当
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
食
害
す
る
オ

オ
ク
チ
バ
ス
や
カ
ム
ル
チ
ー
な
ど
の
外
来
魚
を
駆
除
す
る
だ

け
で
な
く
、
食
べ
る
こ
と
で
有
効
利
用
が
で
き
な
い
か
と
考

え
た
の
が
、
団
体
を
設
立
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

氷
見
は
富
山
湾
に
面
し
、
キ
ト
キ
ト
（
新
鮮
）
な
海
の

幸
が
全
国
的
に
も
有
名
で
す
が
、
そ
の
昔
、
十
二
町
潟
と

い
う
汽
水
湖
で
は
淡
水
魚
漁
が
非
常
に
盛
ん
で
、
江
戸
時

代
に
は
、
そ
こ
で
捕
れ
る
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ
な
ど
の
淡
水
魚
は

御
用
魚
と
し
て
殿
様
に
献
上
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
も

残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
、
淡
水
魚
漁
は
激
減
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
今
で
も
十
二
町
地
区
で
は
、
コ
イ
の
あ
ら

い
や
マ
ハ
ゼ
の
天
ぷ
ら
、
小
ブ
ナ
の
み
そ
だ
れ
焼
き
な
ど
、

淡
水
魚
の
食
文
化
が
残
っ
て
い
て
、
カ
ム
ル
チ
ー
も
昔
は
食

べ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
川
を
守
る
活
動

の
切
り
口
の
一
つ
と
し
て
、
淡
水
魚
食
文
化
と
い
う
視
点
も

あ
る
の
で
は
と
思
っ
た
の
で
す
。

富
山
大
学
理
学
部
と
連
携
し
て
約
30
種
類
の
淡
水
魚
を

展
示
し
て
い
る
無
料
の
水
族
館
「
ひ
み
ラ
ボ
水
族
館
」
を

拠
点
に
、
そ
こ
を
管
理
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
ｉ
ｏ
ク
ラ

ブ
と
連
携
し
て
、
初
め
は
道
の
駅
な
ど
で
淡
水
魚
を
試
食

し
て
い
た
だ
き
、
お
い
し
い
か
ど
う
か
を
５
段
階
評
価
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
レ
シ
ピ
を
試
し
ま

し
た
。
私
は
研
究
者
と
し
て
も
河
川
財
団
か
ら
助
成
金
を

い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
川
を
守
る
に
は
、
研
究
者
だ

け
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
。
地
域
の
方
々
の
協
力
な
し
に
は
無

理
な
の
で
、
研
究
し
た
こ
と
を
で
き
る
だ
け
一
般
化
し
て
地

学
校
に
負
担
を
か
け
ず

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
せ
る

河
川
学
習
を
行
う
に
あ
た
っ
て
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
、

先
生
に
負
担
を
か
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
学

校
側
は
、
河
川
教
育
を
し
た
く
て
も
道
具
も
な
い
し
、
や

り
方
も
わ
か
ら
な
い
の
で
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
我
々

は
研
究
活
動
で
川
に
入
り
魚
を
捕
っ
て
い
る
の
で
、
川
の
ど

こ
か
ら
入
っ
て
ど
の
よ
う
な
河
川
学
習
が
で
き
る
の
か
分
か

り
ま
す
が
、
先
生
方
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
道
具
の
準

備
や
片
付
け
な
ど
も
全
て
こ
ち
ら
で
行
い
ま
す
し
、
事
前
に

ロ
ケ
ハ
ン
を
き
っ
ち
り
や
っ
て
お
い
て
、
川
の
ど
こ
で
ど
ん
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河 川 基 金 助 成 の 現 場 か らI N T E R V I E W  ①　　川づくり団体部門

小学校の河川学習のサポートはこのまま続けていきま
すが、氷見は観光地でもあるのでもっと幅を広げて、県外
から来る観光客の方々にも、天然記念物であるイタセン
パラについて知ってもらい、川の良さを理解してもらえる
ようなツアーができないかと考えています。実は河川財団
の成果発表会を通じて知り合った観光社会学がご専門の
法政大学の野田先生とタッグを組んで、アクアツーリズ
ムを企画中です。イタセンパラは 9 月ごろに産卵期を迎え
ますが、オスの腹部が鮮やかな赤紫色になりとてもきれい

なのです。川の中のイタセンパラを見るのは困難なので、
生息している万尾川や保護池に QR コードを掲示してお
き、スマホで読み込んでもらうとイタセンパラが泳いでい
る映像が見られたり、公民館などで昔の食文化について
紹介し、実際に郷土料理のコイのあらいやおみそ汁など
を食べてもらったりと、川を通じて楽しめるプランを検討
しています。

また、オニバスの再生事業も行っており、こちらも河川
財団を通じて知り合った富山県立大学の呉先生に、河川
工学の面からアドバイスをいただくことができました。川
という大きなくくりで多種多様な活動をされている方と知
り合える河川財団の成果発表会は、私にとって研究や活動
の可能性の幅を広げる好機となっています。

今後取り組みたい
研究やテーマ

な
学
習
が
で
き
る
か
も
調
べ
て
お
き
ま
す
。
ど
ん
な
活
動
を

す
る
か
は
、
学
年
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
教
科
書

も
し
っ
か
り
目
を
通
し
て
、
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
ど
う
い

う
河
川
活
動
が
可
能
か
先
生
と
相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
学
年
に
よ
っ
て
内
容
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

２
年
生
の
教
科
書
で
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
は
水
辺
の
友
だ
ち
と

し
て
出
て
く
る
の
で
、
外
来
種
だ
か
ら
駆
除
す
る
と
い
う
こ

と
と
は
そ
ぐ
わ
な
く
な
り
ま
す
。
２
年
生
の
う
ち
は
ザ
リ
ガ

ニ
は
友
だ
ち
で
い
い
ん
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
も
川
に
住
ん

で
い
る
魚
と
い
う
だ
け
で
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
５
年
生
に

な
る
と
メ
ダ
カ
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
出
て
き
て
、
食
物
連
鎖

に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
か
ら
、
氷
見
に
生
息
す
る
キ
タ
ノ
メ

ダ
カ
が
絶
滅
危
惧
種
で
む
や
み
に
捕
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

や
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
ほ
か
の
生
き
も
の
に
影
響
を
与
え
る

外
来
種
で
川
に
は
戻
せ
な
い
か
ら
、
捕
っ
た
ら
食
べ
れ
ば
い

い
と
い
う
話
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
フ
ラ

イ
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
試
食
も
行
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

は
見
た
目
は
怖
い
の
で
す
が
、
フ
ラ
イ
に
す
る
と
非
常
に
お

い
し
い
の
で
、
食
べ
た
ら
お
い
し
い
ん
だ
と
実
感
し
て
も
ら

う
こ
と
も
重
要
な
活
動
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
河
川

学
習
の
あ
と
も
、
学
習
発
表
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
自
分

の
校
区
に
は
ど
ん
な
魚
が
い
る
の
か
、
春
と
秋
で
ど
う
違
う

か
な
ど
、
授
業
と
し
て
川
へ
の
理
解
を
深
め
る
サ
ポ
ー
ト
も

行
い
ま
す
。
食
文
化
に
つ
い
て
も
、
滋
賀
県
で
食
べ
ら
れ
て

い
る
淡
水
魚
の
モ
ロ
コ
の
南
蛮
漬
け
を
氷
見
の
学
校
給
食
で

も
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
魚
が
学
校
の
近
く
の
川
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
伝
え
、
実
際
に
川
で
タ
モ
ロ
コ
を
捕
獲
し
て

み
る
と
い
っ
た
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

実
は
、
以
前
の
教
科
書
に
は
、
外
来
種
と
し
て
マ
ン
グ
ー
ス

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
教
科
書
改
訂
の
と
き
に
、

氷
見
で
こ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
と
説
明
し
た
ら
、
富
山

県
の
教
科
書
で
は
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
掲
載

し
て
く
れ
た
の
で
、
授
業
の
一
環
と
し
て
よ
り
河
川
学
習
を

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

夏
休
み
中
に
は
、
教
員
向
け
の
研
修
会
も
行
い
ま
す
。

今
の
先
生
た
ち
は
川
に
入
っ
た
経
験
が
な
く
、
川
の
入
り
方

や
魚
の
捕
り
方
を
知
ら
な
い
の
で
、
ひ
み
ラ
ボ
水
族
館
に
来

て
い
た
だ
き
、
魚
の
説
明
を
し
た
上
で
、
川
に
実
際
に
そ
の

魚
を
捕
り
に
行
っ
た
り
し
て
、
先
生
方
に
も
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
理
解
が
深
ま
る
と
河
川
学

習
の
中
身
も
濃
い
も
の
に
な
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
先

生
が
も
っ
と
増
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

川
に
興
味
を
持
つ
子
ど
も
が

一
人
で
も
多
く
な
れ
ば

今
、
研
究
と
河
川
学
習
の
両
方
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

河
川
学
習
で
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
変
わ
る
の
を
見
る
と

や
っ
ぱ
り
楽
し
い
で
す
ね
。
今
ま
で
川
が
好
き
じ
ゃ
な
か
っ

た
と
い
う
子
が
、
ま
た
行
き
た
い
と
か
、
次
は
い
つ
川
に
入

れ
る
の
か
と
聞
い
て
く
る
と
、
こ
ち
ら
も
次
の
機
会
が
楽
し

み
で
す
し
、
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
、
一
人
で
も
川
へ
の
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
。
実
際
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に

河
川
学
習
を
し
た
子
が
高
校
生
に
な
っ
て
ひ
み
ラ
ボ
水
族
館

へ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
来
た
り
、
水
産
系
の
大
学
に

進
ん
だ
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
以
前
は
参
加
す
る
側
だ
っ

た
子
が
、
今
は
指
導
す
る
側
に
回
っ
て
い
る
の
を
み
て
、
こ

う
い
う
子
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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北海道東部に位置し、町の中心市街地には二級河川の標津川が流れ、自然豊か
な環境にある中標津町立丸山小学校では、フィールド活動を学びの場に取り入れ、
体験を通して子どもたちそれぞれの追究する力の育成に力を入れています。そうした
教育を中心となって推進している横山裕充校長先生と、中川律子教頭先生に、お話
を伺いました。

河 川 基 金 助 成 の 現 場 か ら

みどり川付近の地層の観察

②I N T E RV I EW

学校部門

中標津町立丸山小学校
校長

プロフィール

横山裕充さん

教頭

中川律子さん

学校近くのフィールドを最大限に活用して、子どもたちが体験
を通して学びを深め、自然豊かな中標津町を誇りに思える
ような教育を学校全体で取り組んでいる。

北海道教育大学釧路校の境先生と地層の学習みどり川で貝を発見

「
み
ど
り
川
と
遊
ぼ
う
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

－

中
標
津
町
立
丸
山
小
学
校

－
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みどり川付近地層のまとめ みどり川のまとめ

河
川
教
育
の
重
要
性
と

そ
の
魅
力

残
念
な
が
ら
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

原
体
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
30
年
前

に
小
学
校
低
学
年
に
生
活
科
が
新
設
さ
れ

た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ

て
遊
ぶ
時
間
や
場
所
が
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
当

初
は
東
京
や
首
都
圏
で
の
状
況
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、10
年
も
し
な
い
う
ち
に
、

北
海
道
の
こ
ん
な
東
の
果
て
の
田
舎
で
も

同
様
の
現
象
が
起
き
て
き
ま
し
た
。
本
来

な
ら
、幼
少
期
の
体
験
が
「
学
び
の
履
歴
」

と
な
っ
て
、
学
校
で
学
習
し
た
と
き
に
、

そ
れ
ら
の
体
験
と
結
び
つ
い
て
探
究
心
が

芽
生
え
、
興
味
が
深
ま
る
と
思
う
の
で
す

が
、
彼
ら
に
は
そ
う
し
た
体
験
が
な
い
わ
け

で
す
。
だ
っ
た
ら
学
校
で
、
そ
う
い
う
機
会
を

与
え
て
あ
げ
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

子
ど
も
の
学
び
に
は
自
然
体
験
が
不

可
欠
で
す
。水
は
生
命
の
源
と
い
う
点
で
、

川
は
非
常
に
大
事
な
役
割
を
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
の
で
、
学
校
付
近
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
川
が
流
れ
て
い
た
ら
間
違
い
な
く

そ
れ
を
教
材
に
し
ま
す
。
赴
任
先
が
決

ま
っ
た
ら
、
ま
ず
学
校
近
く
の
フ
ィ
ー
ル

ド
に
そ
う
い
う
環
境
が
あ
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。

中
標
津
町
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
大
き
な
川

河 川 基 金 助 成 の 現 場 か ら

を
意
味
す
る
「
シ
・
ベ
ツ
」
が
由
来
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
二
級
河
川
の
標
津
川
が

市
街
中
心
を
流
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
す

ぎ
て
子
ど
も
た
ち
が
活
動
で
き
る
フ
ィ
ー

ル
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
標
津

川
に
流
れ
込
む
支
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

丸
山
小
学
校
の
近
く
に
も
み
ど
り
川
と
い
う

小
さ
な
支
川
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ

を
学
習
活
動
に
使
っ
て
い
ま
す
。
以
前
の

赴
任
先
で
は
別
の
支
川
を
教
材
に
し
て
い

ま
し
た
。
大
事
な
の
は
川
の
個
性
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
子
ど
も
た
ち
自
身
が
何

を
得
る
か
で
す
。

川
は
学
習
教
材
と
し
て
の
内
容
の
豊
富

さ
が
魅
力
な
ん
で
す
。
自
然
や
生
物
に
つ

い
て
学
べ
る
一
方
で
、
防
災
教
育
に
も
な

り
ま
す
し
、
地
域
の
歴
史
や
物
理
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
も
学
習
で
き

ま
す
。
い
か
よ
う
に
も
幅
を
広
げ
ら
れ
る

の
で
、
す
ご
い
教
材
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
教
科
で
学
習
し
た
こ

と
と
結
び
つ
け
て
視
点
が
変
わ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
理
科
で
川
の
流
れ
を
学
習

す
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
全
く
目
が
い
か
な

か
っ
た
川
の
流
れ
に
関
心
を
も
っ
て
見
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
教
科
と
関
連
づ
け
た

学
習
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

彼
ら
の
興
味
を
ど
れ
だ
け
広
げ
ら
れ
る
か

は
、
先
生
の
引
き
出
し
の
多
さ
に
も
か
か

わ
っ
て
き
ま
す
が
、
先
生
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
専
門
家
に
教
え
て
い
た
だ
け
ば
い

い
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
み
ど
り
川
付

近
の
地
層
に
つ
い
て
調
べ
る
と
き
に
は
、

北
海
道
教
育
大
学
の
境
先
生
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
み
ど
り
川
の
水

生
生
物
に
つ
い
て
は
、
さ
け
ま
す
・
内
面

水
産
試
験
場
道
東
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方

に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
は
黙
っ
て
い
て
も
い
い
教
材
で
す
。

ぼ
ー
っ
と
見
て
い
て
も
い
い
し
、
遊
ん
で

い
て
も
い
い
、
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
あ
る

も
の
が
何
か
を
さ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

河
川
以
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動

河
川
以
外
に
も
、
校
内
に
は
農
園
が
あ

り
ま
す
し
、
標
津
川
の
三
日
月
湖
で
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
丸
山
公
園
や

そ
の
周
辺
の
市
街
地
や
商
店
街
、
公
的
な

施
設
な
ど
も
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
横
山
校
長
先
生
が
赴
任
さ
れ

て
か
ら
は
、
と
に
か
く
よ
く
外
へ
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
ほ
か
、

理
科
や
社
会
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
教
科
で

も
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
が
可
能
で
す
。
た
と

え
ば
、
か
け
算
を
習
っ
た
ら
、
市
街
地
へ

出
て
ビ
ル
の
窓
の
数
を
か
け
算
で
計
算
す

る
と
か
、
活
動
し
た
こ
と
を
作
文
に
す
る
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こ
と
も
で
き
ま
す
。
町
で
花
の
手
入

れ
を
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
ら
、

ど
う
や
っ
て
手
入
れ
す
る
の
か
と
か
、

学
校
の
畑
の
手
入
れ
の
仕
方
を
教
え

て
ほ
し
い
と
か
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

た
ち
で
考
え
て
積
極
的
に
提
案
し
た

り
、行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
後
に
学
校
へ
戻
る
と
、
早
速

お
世
話
に
な
っ
た
方
に
手
紙
を
書
こ

う
と
か
、
川
で
見
た
生
き
物
の
絵
を

描
き
た
い
と
か
、
み
ん
な
生
き
生
き

と
し
て
い
ま
す
。
学
習
意
欲
に
も
つ

な
が
っ
て
、
成
績
も
良
く
な
っ
て
い
く

ん
で
す
。
そ
ん
な
風
に
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
最
初
は
横
山
先
生
の

教
育
方
針
に
懐
疑
的
だ
っ
た
先
生
方

も
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

I N T E R V I E W  ②　　学校部門

自然体験を取り入れた「子ども主体」の教育を広めて
いければいいなと思っています。しかし、これは思うより
難しいことなんです。フィールド活動すること自体はでき
ても、「子ども主体」という教育を先生方が分かっていな
いと意味がありません。先生方の意識が変わらないと、
子どもたちに身につけさせることはできないんです。

実は丸山小学校の学習方法をまねしたいという学校も
いくつかあって、どういう風にやっているのか、どういう
計画なのかとよく聞かれるのですが、当校と同じ計画通り

にやっても、日常的に「子ども主体」の授業に変えていか
ない限り難しいと思います。「子ども主体」の教育は 1 年
生から始まっています。1、2 年生では外で楽しく遊ぶだ
けでもいいのです。3、4 年生になると何かを見つけたり、
追究したいものが必ず出てきます。5 年生になると教科で
習ったことと関連して新たに追究したいものが出てきて、
6 年生は、さらに追究の幅を広げていくというように、子
どもたち自身が追究したいものを選んで進んでいくのです
が、これは何度かフィールド活動しただけで身につくわけ
ではないんです。先生方にも理解してもらえるよう指導し
ていますが、転勤などで学校が変わると教育方針も違う
ので、続けるのは難しいと思います。それでも、できるだ
け広める努力はしていきたいと思っています。

今後取り組みたい
研究やテーマ

側
が
ど
こ
へ
行
く
と
か
を
決
め
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
考
え

る
の
は
子
ど
も
た
ち
。
た
だ
予
想
は

で
き
る
の
で
、
こ
の
ぐ
ら
い
の
行
動
範

囲
に
収
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
想
定
を

し
て
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
子
ど

も
た
ち
が
進
ん
で
行
く
の
を
見
届
け

る
と
い
う
授
業
ス
タ
イ
ル
で
す
。
机
上

だ
け
の
学
習
で
は
な
か
な
か
身
に
つ
か

な
い
こ
と
も
、
体
験
を
伴
う
こ
と
で

簡
単
に
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
概
念
と
し
て
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
体
験
し
て
得
る
も
の
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

育
っ
て
き
た
環
境
や
学
び
の
履
歴
の
違

い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
る
も
の
は
変

わ
る
け
れ
ど
も
、
最
大
公
約
数
的
に

と
ら
え
る
こ
と
で
授
業
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
提
案
を
生
か
す
た

め
に
は
、
そ
こ
に
ど
ん
な
教
材
性
が

あ
る
の
か
を
先
生
が
つ
か
ん
で
お
く
こ

と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
興
味
の

幅
が
広
が
っ
て
予
想
外
の
提
案
を
し

て
き
た
と
し
て
も
、
大
き
く
教
育
活

動
か
ら
外
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
社
会
科
で
暖
か
い
地

方
に
つ
い
て
学
習
し
た
ら
、
元
丸
山
小

学
校
の
教
諭
で
沖
縄
の
小
学
校
で
教

え
て
い
る
先
生
が
い
る
か
ら
、
沖
縄
の

小
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
み
よ

う
と
か
。
俳
句
を
習
っ
た
ら
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
と
き
俳
句
を
募
集
し
て
い

る
民
間
企
業
が
あ
っ
た
の
で
、
み
ん
な

で
つ
く
っ
て
応
募
し
よ
う
と
か
。
俳
句

に
つ
い
て
は
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の

が
悔
し
か
っ
た
の
か
、
再
挑
戦
も
行
い

ま
し
た
。
今
度
は
町
内
の
専
門
家
を
探

し
て
教
え
て
も
ら
っ
て
惜
し
い
と
こ
ろ

ま
で
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
全
て
子
ど
も
た
ち
の
提

案
で
す
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
が

提
案
し
て
き
た
こ
と
で
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
そ

の
と
き
す
ぐ
に
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
、
こ

の
学
習
を
す
る
と
き
に
や
ろ
う
と
か
、

時
期
を
変
え
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
先
生
が
提
案
す
れ
ば
い
い
だ
け

な
ん
で
す
。

こ
う
し
た
教
育
方
針
を
掲
げ
て
い

る
学
校
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
自
立
し

て
考
え
行
動
で
き
る
よ
う
に
成
長
し

て
い
る
の
を
見
て
、
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
先
生
た
ち
と
一
緒
に
「
子
ど

も
主
体
」
の
教
育
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
主
体
」
の
教
育

い
ち
ば
ん
肝
心
な
こ
と
は
「
子
ど

も
主
体
」
の
教
育
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
決
し
て
放
任
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
毎
年
４
月
、

学
年
ご
と
に
先
生
方
全
員
で
、
年
間

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し
っ
か
り
立
て
ま
す
。

各
教
科
と
体
験
が
ど
の
よ
う
に
関
連

づ
い
て
、
最
終
的
に
子
ど
も
た
ち
に
何

を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
の
か
と
い
う
目

標
を
設
定
し
ま
す
。
決
し
て
こ
ち
ら

19



滋賀県では、全国に先駆けて総合的治水対策である「流域治水」を推進しており、
水害リスクの高い地域を対象とした「水害と土砂災害に強い地域づくり」の一環
として、水害履歴調査が行われています。この調査に 2014 年から参画し、現在
も官学協働で進めている関西大学・林倫子先生に、本研究の意義と今後の課題に
ついてお話を伺いました。

関西大学環境都市工学部 都市システム工学科
准教授

プロフィール

2010年
2009年
2012年
2017年
2018年

京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻 博士後期課程 修了
独立行政法人日本学術振興会 特別研究員
立命館大学理工学部都市システム工学科 助教
関西大学環境都市工学部都市システム工学科 助教
関西大学環境都市工学部都市システム工学科 准教授

林倫子さん

兵庫県出身。専門は関西各地の水系基盤にかかわる近現代土木史の研究。
地域の歴史や伝統を活かした水辺景観デザイン、あるいは治水政策の提案
に向けて、史料調査や聞き取り調査、フィールドワークなどを行っている。

河 川 基 金 助 成 の 現 場 か ら

地区で大切に保管されている水害記録は、
当時の状況を知る上での貴重な資料

石碑の碑文から、かつての
水害情報がわかることもある

水害履歴調査でかつての水害を知る
地元の方々に聞き取りを行っている様子

③I N T E RV I EW

研究者・研究機関
部門

防
災
ま
ち
づ
く
り
へ
の
応
用
を
目
指
し
た

滋
賀
県
水
害
履
歴
調
査

－

関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部 

都
市
シ
ス
テ
ム
工
学
科

－
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I N T E R V I E W  ③　　研究者・研究機関部門

水
害
履
歴
調
査
を

行
お
う
と
思
っ
た
理
由

こ
の
水
害
履
歴
調
査
は
、
地
域
の
過
去
の
水
害
を
知
る

方
々
か
ら
、
自
身
の
水
害
経
験
や
水
害
に
関
す
る
地
域
知

な
ど
を
聞
き
取
り
、
そ
れ
を
誰
も
が
見
ら
れ
る
マ
ッ
プ
と
い

う
形
に
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
と
い
う
活
動
で
す
。し
か
し
、

治
水
事
業
の
進
展
に
よ
り
滋
賀
県
内
で
の
甚
大
な
水
害
は
、

初
め
て
特
別
警
報
が
出
た
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
の

台
風
18
号
を
除
く
と
、
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）
と
昭

和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は

発
生
件
数
が
激
減
し
、
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
の
台

風
24
号
が
最
後
で
す
。
水
害
発
生
か
ら
60
年
が
経
過
し
て

お
り
、
そ
の
水
害
経
験
を
語
れ
る
人
と
な
る
と
、
限
ら
れ

た
世
代
に
な
る
わ
け
で
す
。
も
と
も
と
滋
賀
県
の
流
域
治

水
政
策
室
が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
で
、
学
術
的
観
点
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
い
た
だ
い
て
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
な
の
で
す
が
、
当
初
は
、
か
な
り
躊
躇
し
ま
し
た
。

土
木
出
身
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
は
近
代
以
降
の
水

辺
の
景
観
形
成
や
水
環
境
の
恵
み
と
人
間
社
会
の
関
係
に

関
心
を
持
っ
て
研
究
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
自
分
に
は
河

川
工
学
や
水
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
の
知
識
が
不
足
し

て
い
る
と
思
っ
た
の
で
す
。
で
す
が
、
土
木
史
の
研
究
を
し

て
い
る
と
き
に
、
歴
史
事
象
が
書
き
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
事
実
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
知
り
た
い
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
幾
度
も
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
こ
の
調
査
が
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
の
は
よ

く
理
解
で
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
担
当
職
員
の
方

が
、「
10
年
後
に
同
じ
調
査
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
同
じ

環
境
で
は
全
く
で
き
な
い
と
断
言
で
き
ま
す
。
今
だ
か
ら
こ

研究室で作成した水害履歴マップの一例。滋賀県のホームページで誰でも閲覧可能となっている

甲賀市信楽町牧地区 近江八幡市新巻町・浄土寺町地区の水害履歴マップ の水害履歴マップ

そ
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
、
純
粋
に
、
研
究
者
と
し
て
取
り
組
む
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
、
こ
の
調
査
に
参
画
し
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

科
学
的
に
間
違
っ
て
い
る
情
報
で
も

そ
の
よ
う
な
認
識
に
至
っ
た
理
由
が
重
要

皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
聞
き
取
り
を
行
う
の
は

一
度
だ
け
で
、
だ
い
た
い
２
時
間
か
ら
長
く
て
も
４
時
間
ほ

ど
で
す
。
記
憶
を
た
ど
っ
て
話
し
て
く
だ
さ
る
方
の
臨
場
感

あ
る
語
り
や
感
覚
的
な
部
分
ま
で
記
録
す
る
こ
と
も
大
事

で
す
が
、
デ
ー
タ
の
正
確
性
、
事
実
性
を
確
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
整
合
性
を
取
る
の
が
非
常
に
難

し
い
ん
で
す
。

聞
き
取
り
前
に
は
、
対
象
地
域
の
歴
史
や
水
害
リ
ス
ク

に
関
す
る
事
前
調
査
を
綿
密
に
行
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
土

地
勘
や
話
題
に
上
が
り
そ
う
な
水
害
と
そ
の
被
害
状
況
な

ど
、
当
時
の
新
聞
報
道
や
自
治
体
史
、
郷
土
史
、
災
害
記
録
、

古
地
図
を
調
べ
た
り
す
る
ほ
か
、
水
路
の
つ
な
が
り
方
や
微

妙
な
高
低
差
、
現
地
に
残
っ
て
い
る
痕
跡
な
ど
は
実
際
に
視

察
し
た
り
し
て
、可
能
な
限
り
調
べ
て
お
き
ま
す
。
し
か
し
、

当
時
は
降
水
量
の
デ
ー
タ
も
今
ほ
ど
豊
富
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
現
在
と
は
堤
防
の
高
さ
も
地
域
の
状
況
も
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
被
害
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た

地
域
は
、
照
合
で
き
る
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と

も
多
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
と
き
に
は
、参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
体
験
、

た
と
え
ば
こ
の
お
宅
で
は
床
上
浸
水
で
家
具
を
移
動
し
た

の
が
何
時
ご
ろ
だ
っ
た
と
か
、
帰
宅
途
中
に
道
路
の
冠
水

に
遭
遇
し
た
の
は
何
時
ご
ろ
で
ど
の
程
度
か
な
ど
、
そ
れ
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河 川 基 金 助 成 の 現 場 か らI N T E R V I E W  ③　　研究者・研究機関部門

水害履歴調査を行う前は、水辺の景観形成や水環境
の恵みと人間社会との関係といったところに関心を持って
研究を進めていたのですが、水害に強いということと、
水環境を身近な豊かさに変えていくということは、どちらか
だけではうまくいかないということが分かってきました。
防災対策を行って被害を最小限に抑えた結果どんな暮ら
しが両立できるのか、目指すべき住まい方、地域のあり
方を総合的に提案していくことが、ひいては防災対策を
浸透させることにつながると思うので、そのための仕組み

づくりに貢献できるよう努力していきたいと思います。
また、河川基金の成果発表会で滋賀県の取り組みを知

り、同じようなことをしたいという問い合わせを数件いた
だきました。自分のやり方が唯一の正解とは限らないの
で、河川にかかわる方々に多く見ていただき、そうした
つながりの中で、違う角度からのアプローチや歴史の生
かし方なども模索しながら、真に防災のことをみんなで
考えていければと思っています。

今後の研究テーマとしては、地域の水害への備え方、
水防組織や水防建築についての歴史的な研究など、水に
備えるということと水辺の暮らしを総合的に研究していき
たいと考えています。

今後取り組みたい
研究やテーマ

ぞ
れ
の
記
憶
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
当
時
の
状
況
を
立
体
的
に

把
握
し
て
い
く
こ
と
で
整
合
性
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

記
憶
が
曖
昧
で
不
明
点
が
残
っ
た
り
、
検
証
の
し
よ
う

が
な
い
情
報
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
情

報
に
は
、
次
世
代
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
込

め
ら
れ
て
い
て
、
そ
う
い
う
実
感
の
こ
も
っ
た
経
験
談
を
記

録
し
て
お
く
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
た

だ
い
た
情
報
が
、
た
と
え
科
学
的
に
間
違
っ
て
い
る
と
分

か
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た
理
由
を
考

え
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
責
任
を
持
っ
て
扱
う
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
今
は
そ
の
情
報
に
価
値
が
な
い

よ
う
に
思
え
て
も
、
後
年
に
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

く
多
く
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

滋
賀
県
も
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る
の
で
、
土
地
の
成

り
立
ち
な
ど
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
駅
や
商
業
施
設
に
近
い
と

い
っ
た
便
利
さ
だ
け
で
、
住
む
場
所
を
選
ん
で
い
る
方
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
水
害
履
歴
マ
ッ
プ
を
地
理
的
情
報
と
し

て
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
危
険
な
場
所
は
宅
地
化
し
な
い
と

か
、
今
後
こ
ん
な
風
に
土
地
利
用
し
て
い
く
と
か
、
地
域
の

美
し
い
景
観
を
守
り
つ
つ
、
防
災
面
に
も
す
ぐ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
ね
。
防
災
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
営
み
が
地
域
の
景
観
を

豊
か
に
し
、
地
域
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
も
結
び
つ
い
て
、
最

終
的
に
地
域
の
デ
ザ
イ
ン
の
中
に
防
災
も
一
緒
に
入
る
よ
う
な

仕
組
み
が
つ
く
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

水害履歴マップが完成したら、地元自治会の方々に集まっていただき、
水害履歴調査の報告会を行う。発表するのは研究室の学生たち

防
災
が
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
に
な
れ
ば

水
害
履
歴
マ
ッ
プ
が
完
成
し
た
ら
、
自
治
会
総
会
な
ど
で

30
分
ほ
ど
時
間
を
い
た
だ
き
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
研
究

室
の
学
生
た
ち
が
自
ら
の
言
葉
で
発
表
を
行
う
の
で
、
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
完
成
し
た
マ
ッ
プ
は
各
戸
配
布
す
る
ほ
か
、
個
人

情
報
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
省
い
て
滋
賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活
用

し
て
い
た
だ
く
機
会
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
一
度
、
災
害

図
上
訓
練
で
、
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
逃
げ
る
か
な
ど
を
話

し
合
う
際
の
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
参
加

さ
れ
た
方
の
中
に
、
自
宅
近
く
で
過
去
に
水
害
が
あ
っ
た
こ

と
を
そ
こ
で
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

過
去
の
水
害
を
知
っ
た
こ
と
で
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識

が
変
わ
っ
た
瞬
間
を
目
に
し
て
、
こ
う
い
う
機
会
を
な
る
べ
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河川基金の詳細は、河川財団ＨＰをご覧ください。また助成事業に関するイベント
告知ページも設けています。助成を受けられている方はぜひご活用ください。

詳しくは … 河川基金 Web サイトへ！ （QRコードはコチラ ▼ ▼ ▼）

www.kasen.or.jp/kikin/

当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人」としての認定を
受けております（認定日は平成25年3月21日、法人登記日は同年
4月1日）ので、当財団への寄付金には上記の河川基金への寄付金

寄付金の税法上の優遇措置について

及び一般寄付金のいずれについても特定公益増進法人としての
税法上の優遇措置が適用され、所得税（個人）・法人税（法人）の
所得控除などが受けられます。

ご寄付をお願いします

公益財団法人 河川財団

   理事長  　関  克己

令和 3 年 4 月 1 日から令和 3 年 9 月 30 日までの
半年に、「一般財団法人 宮崎大淀川スポーツセン
ター様」や「稲葉 浩一様」をはじめとする、団体や
個人の皆様から 6,164,128 円のご寄附をいただき
ました。寄付者の皆様に心より御礼申し上げます。

ご厚志につきましては、河川基金として管理し、

その運用益を河川の治水・利水・環境に関する調査、
川づくり団体の活動や学校での河川教育を支援する
助成事業のために有効に使わせていただく所存で
ございます。

我が国では、国土保全と国民生活の安定を図るため治水
施設の整備と水資源の開発が進められ、我が国の発展を
支えてきました。しかしながら、依然として水害は各地で
発生し水不足の懸念は継続しているため、治水対策などの
推 進は重要です。「河川基金」は 、昭和63年3月に設 立

され、国や地方公共団体による河川整備と相まって、その
効果を高めるための多様な調 査研究や 活動に助成して
きています。このような河川基金の趣旨をご 理 解いただ
き、本基金のさらなる造成のために皆様のご協力をお願い
します。

河川基金へのご寄付について

ご利用いただけるクレジットカードブランド

ご寄付のお手続きにクレジットカード決済を追加いたしました。
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河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに

河川への理解を深めるための活動に対する助成並びに

その実施を行うことにより、 国土の利用、整備又は保全及び

国民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。

〒 460-0002
愛知県名古屋市中区丸の内 3 丁目 5 番 10 号名古屋丸の内ビル7F

名古屋事務所

TEL:052-963-5533　/　E-mail: info-n@nagoya.kasen.or.jp

〒 540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31（OMM13F）

近畿事務所

TEL:06-6942-2310　/　E-mail: info-o@osaka.kasen.or.jp

総務部 TEL:03-5847-8301
経営企画部	 TEL:03-5847-8302
基金事業部 TEL:03-5847-8303

子どもの水辺
サポートセンター

TEL:03-5847-8307

河川総合研究所
（戦略的維持管理研究所）

TEL:03-5847-8304

東京事務所 TEL:03-5847-8306

〒 103-0001
東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）

本部

http://www.kasen.or.jp　/　E-mail: info@kasen.or.jp

WITH RIVER
OUR LIFE,

「子どもの水辺サポートセンターは、国土交通省、文部科学省、
環境省の連携により平成 11 年度より進められている『「子ども
の水辺」再発見プロジェクト』 の推進・支援組織として河川
財団内に設立されました。水辺の活動に関する各種情報提供、
学習教材の作成・提供、川の安全利用・啓発、人材育成の支援
など、各省庁・団体などと連携し、 水辺での体験活動・環境学習が
より広がるよう研究・支援を行っています。 

プロジェクトWET

世界 75 以上の国と地域で展開されて
いるアクティブ・ラーニング型の国際
水教育プログラムです。

動画教材

小学校 4 年理科の動画教材
「雨水の行方と地面の様子」。

水辺の安全ハンドブック

川や水辺で活動するためのポイントを
まとめています。
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